
【H29年度】普及啓発活動
 ３ヵ年のスケジュール

 今年度の活動結果
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項目 平成29年度 平成30年度(予定) 平成31年度(予定)
一般市民や事業者等
を対象とした気候変
動の「適応」に関する
セミナー等の開催

・気候変動の影響への適応に関するセミナー～変化する気候に
北海道が適応していくには～（帯広市12/8、札幌市12/15）
・気候変動の影響への適応に関するセミナー～気候変動と私た
ち東北・いわての暮らし～（岩手県盛岡市11/22）

• 北海道：札幌市、地
方都市

• 東北：宮城県

• 北海道：札幌市、
地方都市

• 東北：秋田県

項目 東北開催（盛岡） 北海道開催（帯広） 北海道開催（札幌）

概要 ・日時：2017/11/22(水)13:10～16：15
・場所：岩手県水産会館5階大会議室

・日時：2017/12/8(金)13:30～16：30
・場所：とかち館・金枝の間

・日時：2017/12/15(金)13:10～16:20
・場所：ACU-A(アスティ45)大研修室1606

実施
内容

講演
・気象予報士 大隅氏 / 気象と防災
・岩手県環境生活部環境生活企画室
/  県の取組

・農研機構 大久保氏 /  農業と気候
変動

講演
・札幌管区気象台 / 北海道の気象

・室蘭工業大学 中津川教授 / 気候
変動と防災・インフラ
・農研機構 廣田氏 / 農業と気候変動

講演
・気象予報士 菅井氏 / 気象と防災
・札幌観光協会 齋藤氏 / 気候変動と観光
・三重県地球温暖化対策課 西田氏 / 三
重県の気候変動の影響評価と適応事例

実施
結果

・来場者：51名（含マスコミ関係者2名）
・民間企業、一般の方も含め20代～70
代まで幅広く聴講
・アンケートによると約92％が「適応」に
ついて知ることができたと回答

・来場者：41名（含マスコミ関係者2名）
・約74％が自治体関係者、年齢層は40
代から50代が中心
・アンケートによると約86％が「適応」に
ついて知ることができたと回答

・来場者：84名
・民間企業、一般の方も含め20代～70代ま
で幅広く聴講
・アンケートによると約80％が「適応」につい
て知ることができたと回答

現状
の課
題

普及啓発の意義に照らし、より多くの一般市民、民間企業の方々に参加頂き、適応に関する理解を広める必要がある。アンケート
結果によると、いずれの講演も高評価であったが、より身近な問題として捉えられる工夫が必要と考えられる。集客方法に加え、
テーマ選定等、今年度の結果を踏まえより良い方法を模索する必要がある。

※来年度の予定については、東北地方は宮城県でのセミナー開催、北海道地方は札幌でのセミナー開催
及び地方都市での自治体職員等を対象とした研修会開催を予定している。 詳細については地方環境
事務所と調整の上、決定する。

写真：セミナーの様子(帯広)


	【H29年度】普及啓発活動

